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カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ
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項目 ページ 修正箇所

製品に関する一般的注意事項 追加

本書の構成 追加

はじめに ご注意追加

オンチップエミュレータ（E10T）を使用して H8/3672のプログラム開発、デバッグを行う場合の制限事項

（1～5）

1.1 特長 1-1 パッケージ LQFP-48（FP-48B）追加

1.2 内部ブロック図

図 1.1　内部ブロック図

1-2 E10T_0
E10T_1
E10T_2

1.3　ピン配置図

図 1.2　ピン配置図（FP-64E）

1-3
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【注】 NCには何も接続しないでください（内部は接続されていません）。

図 1.3　ピン配置図（FP-48F、FP-48B） 1-4
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【注】 NCには何も接続しないでください（内部は接続されていません）。
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項目 ページ 修正箇所

シリアルコミュ TXD 46 36 出力

ニケーションイ RXD 45 35 入力

ンタフェース SCK3 44 34 入出力

1-5

E10T E10T_0、

E10T_1、

E10T_2

41、42、

43

31、32、

33

E10Tエミュレータ用

インタフェース端子

です。

1.4　端子機能

表 1.1　端子機能

1-6

2.1 アドレス空間とメモリマップ

図 2.1　メモリマップ

2-2

E10T制御プログラム�
エリア（4Kバイト）�

（フラッシュメモリ�
書き換え用＆E10T
ワークエリア�
1Kバイト）�

H'3FFF

HD64F3672 HD64F3670

H'4000

H'4FFF

H'F780

E10T制御プログラム�
エリア（4Kバイト）�

（フラッシュメモリ�
書き換え用＆E10T
ワークエリア�
1Kバイト）�

H'4000

H'4FFF

H'F780

H'FB7F 内蔵RAM
（2Kバイト）

ビット ビット名 説　　　明

4

3

2

ACMP2

ACMP1

ACMP0

アドレスコンペア 2～0

BARと内部アドレスバスの比較条件を設定します。

000：16ビット比較します。

001：上位 12ビット比較します。

010：上位 8ビット比較します。

011：上位 4ビット比較します。

1XX：予約（設定しないでください。）

4.1.1　アドレスブレークコントロールレジ

スタ（ABRKCR）

4-2

4.　アドレスブレーク

4.2　動作説明

4-4 説明修正

アドレスブレーク機能は、ABRKSRの ABIFが 1にセットされ、ABRKSRの ABIEが 1にセットされてい

るとき、CPUに対して割り込み要求を発生します。ここで ABRKSRの ABIFは、BARに設定されたアド

レス、BDRに設定されたデータ、および ABRKCRに設定された条件の組み合わせで、1にセットされます。

図 4.2　アドレスブレーク割り込み動作例（3） 4-5 削除

4.3　使用上の注意事項 4-5 追加

5.1 システムクロック発振器

図 5.2　システムクロック発振器のブロック

図

5-2 追加

OSC2

OSC1

LPM

【注】 LPM：低消費電力モード（スタンバイモード、サブスリープモード）�

5.2.1　プリスケーラ S 5-3 説明修正

なお、アクティブモードおよびスリープモードではプリスケーラ Sのクロック入力は SYSCR2の MA2～

MA0で設定した分周比のシステムクロックとなります。
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項目 ページ 修正箇所

5.3.1　発振子に関する注意事項 5-4 説明修正

発振回路の回路定数は発振子、実装回路の浮遊容量などにより異なるため、発振子メーカと充分ご相談の

上決定してください。

ビット ビット名 説　　　明

6

5

4

STS2

STS1

STS0

スタンバイタイマセレクト 2～0

スタンバイモードからアクティブモード、スリープモードに

遷移する際、システムクロック発振器が発振を開始してから

クロックを供給するまでの待機ステート数を設定します。動

作周波数に応じて待機時間が 6.5ms以上となるように設定し

てください。設定値と待機ステート数の関係は表 6.1のとお

りです。

外部クロックを使用する場合は最小値（STS2＝STS1＝STS0

＝1）を推奨します。

6.1.1　システムコントロールレジスタ 1

（SYSCR1）

6-2

6.1.4　モジュールスタンバイコントロール

レジスタ 2（MSTCR2）

6-4 削除

7.　ROM 7-1 修正

EIOT → E10T

・書き換え回数

1000回まで書き換え可能です。

・低消費電力モード　削除

7.2.4　フラッシュメモリイネーブルレジス

タ（FENR）

7-4 説明修正

FENRのビット 7（FLSHE）は、CPUからフラッシュメモリの制御レジスタ FLMCR1、FLMCR2、EBR1

をアクセスする場合のアクセス許可／禁止を設定します。

7.3 オンボードプログラミング

表 7.1　プログラミングモード選択方法

7-5 修正

EIOT_0 → E10T_0
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項目 ページ 修正箇所

7.3.1　ブートモード

表 7.2　ブートモードの動作

7-7 修正

項
目

ブ
｜
ト
モ
｜
ド
起
動

ビ
ッ
ト
レ
｜
ト
の
合
わ
せ
込
み

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
消
去

通信内容

処理内容

ホストの動作� 本LSIの動作

処理内容

所定のビットレートでH'00を連続送信

リセットスタート後
ブートプログラムへ分岐

ブートプログラム起動

・受信データH'00のLow期間を測定

・ビットレートを計算し、SCI3のBRRを設定

・ビットレート合わせ込み終了後、ホストへ
　H'00を送信

内蔵RAMに転送された書き込み
制御プログラムへ分岐し実行を開始

H'00,H'00・・・H'00

H'00

H'55
H'00を正常に受信したらH'55送信

ブートプログラム�
消去エラー�

フラッシュメモリのデータをチェックし、
書き込まれている場合は全ブロックを
消去してホストへH'AAを送信。
（消去できなかった場合はH'FFを
送信して、動作を停止）

H'FF

H'AA
H'AA受信

H'AA受信 H'55を受信したらホストへH'AAを送信
H'AA

書
き
込
み
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
転
送

受信した2バイトデータをホストへ
エコーバック

受信したデータをホストへ
エコーバックするとともに
RAMへ転送（N回繰り返し）

上位バイト、下位バイト

エコーバック

エコーバック

H'XX

転送する書き込み制御プログラムの
バイト数（N）を上位バイト、下位バイト
の順に2バイト送信

書き込み制御プログラムを1バイト毎に
送信（N回繰り返し）

7.4.1　プログラム／プログラムベリファイ 7-9 説明修正

7.　ベリファイアドレスへのダミーライトは、下位 2ビットが b’00のアドレスに H’FFを 1バイト書き込

んでください。ベリファイデータはダミーライトを行った番地からワードもしくはロングワードで読み

出せます。

図 7.3　プログラム／プログラムベリファイ

フロー

7-10 書き込みパルス印加サブルーチン

下記（1）、（2）の処理の間は、RTS命令を使用しないでください。
（1）128バイトデータをフラッシュメモリにライトした後、Pビットをクリアするまでの間
（2）ベリファイアドレスにH'FFをダミーライトした後、ベリファイデータをリードするまでの間

書き込み開始

SWEビット  ←  1

PVビット ← 1

128バイトの書き込みデータを書き込みデータ�
エリアと再書き込みデータエリアに格納

RAM上の再書き込みデータエリアの128バイト�
データをフラッシュメモリに連続ライト

1μs 待機�

 4μs待機�

2μs待機�

書き込みパルス印加�

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

*

* n ←  n + 1

n ← 1

m ← 0

WDTイネーブル

PSUビット ← 1

Pビット ← 1

Pビット ← 0

PSUビット ← 0

 50μs待機�

5μs待機�

 5μs待機�

WDTディスエーブル

終了

待機�
（待機時間＝書き込み時間）�

開始

ベリファイアドレス ← ブロック先頭アドレス�

【注】 *
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項目 ページ 修正箇所

7.4.3　フラッシュメモリの書き込み／消去

時の割り込み

図 7.4　イレース／イレースベリファイフロ

ー

7-13

2μs待機�

消去終了

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライトした後、ベリファイデータをリードするまでの間はRTS命令を使用しないでください。【注】 *

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード
n ←  n + 1

EVビット ← 1

20μs待機�

ベリファイアドレス ← ブロック先頭アドレス�

*

ビット ビット名 初期値 R/W 説　　　明

7

6

5

－

－

－

－

－

－

－

－

－

リザーブビットです。

9.5.1　ポートコントロールレジスタ 8

（PCR8）

9-15

10.3.2　タイムコンスタントレジスタ A、B

（TCORA、TCORB）

10-3 初期値追加

TCORA、TCORBの初期値は H’FFです。

ビット ビット名 説　　　明

2 TRGE TVEG1、TVEG0で選択されたエッジの入力により、TCNTVカウ

ントアップが開始します。

0：TRGV端子入力による TCNTVカウントアップの開始とコ

ンペアマッチによるTCNTVクリア時のTCNTVカウントア

ップの停止を禁止

1：TRGV端子入力による TCNTVカウントアップの開始とコ

ンペアマッチによる TCNTVクリア時の TCNTVカウントア

ップの停止を許可

10.3.5　タイマコントロールレジスタ V1

（TCRV1）

10-6

説明修正

TCRWは TCNTのカウンタロックの選択、カウンタのクリア条件やタイマの出力レベルの設定を選択しま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説　　　明

3 TOD 0 R/W タイマ出力レベルセット D

0：出力値 0*

1：出力値 1*

2 TOC 0 R/W タイマ出力レベルセット C

0：出力値 0*

1：出力値 1*

1 TOB 0 R/W タイマ出力レベルセット B

0：出力値 0*

1：出力値 1*

0 TOA 0 R/W タイマ出力レベルセット A

0：出力値 0*

1：出力値 1*

【注】 *　出力値は変更した時点で反映されます。

11.3.2　タイマコントロールレジスタW

（TCRW）

11-6
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項目 ページ 修正箇所

11.4.1 通常動作

図 11.6　トグル出力の動作例（TOA＝0、TOB

＝1の場合）

11-14 TCNTの値

H'FFFF

H'0000

GRA

GRB

12.1　特長 12-1 説明修正

・ 9種類の内部クロックを選択可能

タイマのカウントクロックとして 8種類の内部クロック（φ/64、φ/128、φ/256、φ/512、φ/1024、φ/2048、

φ/4096、φ/8192）または内部発振器を選択可能です。内部発振器を選択した場合はすべての動作モード

でウォッチドッグタイマとして動作します。

TCSRWDは TCSRWD自身と TCWDの書き込み制御を行うレジスタです。また、ウォッチドッグタイマ

の動作制御と動作状態を示す機能も持っています。本レジスタの書き換えは MOV命令で行ってください。

ビット操作命令では設定値の変更ができません。

ビット R/W

7 R/W

5 R/W

3 R/W

1 R/W

12.2.1　タイマコントロール／ステータスレ

ジスタWD（TCSRWD）

12-2

13.3.4　トランスミットデータレジスタ

（TDR）

13-3 初期値追加

TDRの初期値は H’FFです。

ビット ビット名 初期値 R/W

2 TEND 1 R

13.3.7　シリアルステータスレジスタ（SSR） 13-7

15.1　内部電源降圧回路を使用する場合 15-1 図 15.1のように、Vcc端子に外部電源を接続し、VCLと Vss間に約 0.1μFの容量を接続してください。

15.2　内部電源降圧回路を使用しない場合 15-1 図 15.2のように VCLと Vcc端子に外部電源を接続してください。

項目 記号 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

書き換え回数 NWEC － － 1000 回

17.2.6　フラッシュメモリ特性

表 17.7　フラッシュメモリ特性

17-11
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項目 ページ 修正箇所

B.1　I/Oポートブロック図 付録-34 図 B.10　ポート 5ブロック図（P54、P53、P52、P51、P50）

PDR

PUCR

PMR

PCR

内部データバス�


